
石田泰尚(いしだやすなお) Violin
神奈川県出身。国立音楽大学を首席で卒業、同時に矢田部賞受賞。新星日本交響楽団コンサートマスターを経て、
2001年より神奈川フィルハーモニー管弦楽団ソロ・コンサートマスターに就任。以来“神奈川フィルの顔”となり現在
は首席ソロ・コンサートマスターとしてその重責を担っている。これまでに神奈川文化賞未来賞、横浜文化賞文化・芸
術奨励賞を受賞。自身がプロデュースした男性奏者のみの弦楽アンサンブル“石田組”など、様々なユニットでも独
特の輝きを見せる。録音も多く石田組デビューアルバム“THE石田組”、ソロライブアルバム第3弾となる“Mozart 
Live”はレコード芸術誌上で特選盤の評価を得た。2018年には石田組がNHK-FM「ベストオブクラシック」および
BSプレミアム「クラシック倶楽部」 で放送されその熱いステージの模様は大きな反響を呼び、2019年にはEテレ「ら
らら♪クラシック」で特集が組まれた。2020年4月より京都市交響楽団特別客演コンサートマスターを兼任。2021
年7月より音楽之友社WebマガジンONTOMOにてパーソナルに迫った連載、「音楽家である前に、人間であれ！」
がスタート。使用楽器は 1690年製 G.Tononi、 1726年製 M.Goffriller。

丹羽洋輔(にわようすけ) Violin
東京生まれ。7歳よりヴァイオリンを始める。都立芸術高校を経て東京藝術大学にて学ぶ。在学中ウィーンへ留学。
ディヒラーコンクールにて入賞。2007年NHK交響楽団に入団。これまでにヴァイオリンを佐藤素子、保井領子、岡山
潔、篠崎史紀、エドワード・ツェンコフスキーの各氏に師事。室内合奏団アルクスや弦楽四重奏団大人倶楽部、ピアノ
トリオ浪漫メンバーとしてオーケストラの傍ら精力的に活動している。

鈴木浩司(すずきこうじ) Violin
1985年福岡県北九州市出身。2008年愛知県立芸術大学を卒業。同年神奈川フィルハーモニー管弦楽団に入
団、2012年から2016年まで同楽団のフォアシュピーラーを務める。2017年より東京交響楽団第2ヴァイオリン奏
者。2011年チョン・ミョンフン指揮によるアジアフィルハーモニー管弦楽団の韓国、日本、中国公演に参加。これまで
に、篠崎美樹、篠崎永育、故山本由香子、大谷康子、服部芳子、Ewald Danelの各氏に師事。

野尻弥史矢(のじりみしや) Violin
1995年生まれ、4歳よりヴァイオリンを始める。第26回神奈川音楽コンクール 神奈川県市長会会長賞。第8回横浜
国際音楽コンクール室内楽部門第1位。ザルツブルク=モーツァルト国際室内楽コンクール 特別賞。これまでにヴァ
イオリンを鈴木稔、清水高師、藤原浜雄の各氏に、室内楽を毛利伯郎、練木繁夫の各氏に師事。東京音大付属高校
を特賞付きで卒業し、桐朋学園大学を卒業と同時に東京シティ・フィルハーモニック管弦楽団に入団。現在1stヴァイ
オリン奏者。

中村洋乃理(なかむらひろのり) Viola
岡山県笠岡市生まれ。愛知県立芸術大学を経て、東京藝術大学大学院研究科修士課程修了。第8回日本演奏家
コンクール最高位受賞。2011年国際音楽祭「ヤング・プラハ」に招かれ、ヤング・プラハ・フェスティバル・カルテット
としてチェコ各地にて演奏。2014年日本では珍しいヴィオラ奏者四人による「Alto de Campagne」を結成し、岡
山、鳥取、兵庫、東京での演奏会を毎年開催している。また愛知県立芸術大学の友人達とピアノ五重奏団「パルテン
ツァ五重奏団」を結成し、毎年名古屋で演奏会を開催している。
2007年から2014年まで東京フィルハーモニー交響楽団フォアシュピーラーを務めた。2015年NHK交響楽団入
団、現在次席奏者。ナガノチェンバーオーケストラメンバー、横浜シンフォニエッタシーズンメンバー。2019年よりBS
テレビ東京「エンター・ザ・ミュージック」の室内楽コーナーにおいて「The 4 Players Tokyo」のメンバーとして定期
的に出演している。これまでにヴィオラを江島幹雄、百武由紀、川﨑和憲の各氏に師事。

生野正樹(しょうのまさき) Viola
大分県出身。14歳よりヴィオラを始め、洗足学園音楽大学器楽科を首席で卒業、同大学大学院修了。内田博、岡田
伸夫の各氏に師事。ザルツブルク=モーツァルト国際室内楽コンクールにて第2位入賞。日本演奏連盟のオーディ
ションに合格し、九州交響楽団と共演。ソロアルバム 四枚組BOXCD“ノスタルジック・メロディーズ”をWarner 
Music Japanより発売。これまでに日本フィル、東京シティフィル、神奈川フィル、広島交響楽団など全国の主要オー
ケストラに客演首席として参加。2019年天皇陛下即位祝賀式典のオーケストラにてソロヴィオラ奏者を務めた。現
在はオーケストラへの客演を中心に室内楽、ソロ、レコーディングなどで活躍中。昴21弦楽四重奏団、トリオAXISメ
ンバー。

辻本　玲(つじもとれい) Cello
ＮＨＫ交響楽団首席チェロ奏者。東京藝術大学音楽学部器楽科を首席で卒業。その後シベリウス・アカデミー、ベル
ン芸術大学に留学。第72回日本音楽コンクール第2位。2009年ガスパール・カサド国際チェロ・コンクール第3位入
賞（日本人最高位）。2011年に東京サントリーホール他5大都市でデビュー・リサイタルを開催。2013年齋藤秀雄
メモリアル基金賞を受賞。2019年ＣＤ『オブリヴィオン』をリリース（「レコード芸術」誌特選盤）。サイトウ・キネン・
オーケストラに毎年参加するほか、アルカス佐世保レジデンス・カルテット、チェロ四重奏団「クァルテット・エクスプ
ローチェ」、ひばり弦楽四重奏団など室内楽でも活動。使用楽器はNPO法人イエロー・エンジェルより1724年製作
のアントニオ・ストラディヴァリウスを、弓は匿名のコレクターよりTourteを特別に貸与されている。

門脇大樹(かどわき ひろき) Cello　
東京藝術大学音楽学部附属音楽高等学校を経て、東京藝術大学音楽学部卒業。日本クラシック音楽コンクール第
１位・及びグランプリ。札幌チェロジュニアコンクール優秀賞・及び山藤賞。第５回ビバホールチェロコンクール第３位。
読売新人演奏会出演。第７４回日本音楽コンクール第３位。ザルツブルグ＝モーツァルト国際室内楽コンクール第１
位。（東京）サイトウキネン若い人のための室内楽セミナー、小澤征爾音楽塾に参加。東京藝術大学卒業後、ローム
ミュージックファンデーションより奨学金を得て、イタリアへ留学。ロリンマゼール指揮シンフォニカ・トスカニーニの
ベートーヴェン全曲演奏会に参加。2009年夏に開催されたフィルハーモニカ・イタリアーナのオペラフェスティバル
では、首席をつとめる。その後オランダへ渡り、アムステルダム国立音楽院にて研鑽を積む。マーティン・モステルト、ダ
ニエル エッサーに師事しながら、アンナー・ビルスマのマスタークラスを受講。現在、東京音楽大学伴奏科助手。神奈
川フィルハーモニー管弦楽団首席奏者。

新型コロナウイルス感染予防

対策ご協力のお願い

開催するにあたり、 新型コロナウイルス感染予防対策を講じて実施いたします。

ご来館の前に、 詳細 （公財） 立川市地域文化振興財団ホームページを必ずお読みください。


